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日 曜
校庭

開放 ４月の行事　等
1 土

2 日 ○

3 月
4 火

5 水 春季休業日終

6 木
始業式
入学式

7 金
4時間授業
校門挨拶(4年)

8 土

9 日 ○

10 月

給食始(2-6年)
全校朝会
対面式
定期健康診断始
身体計測・視力(2・4・6年)
委員会①

11 火

短縮時程
給食始(1年)
身体計測・視力(1・3・5年)
個人面談希望調査票配布

12 水
水曜時程
避難訓練
歩行訓練(1年)

13 木 水曜時程

14 金
区・基礎基本調査(6年)
心臓検診(1・4年・対象者)

15 土

16 日 ○

17 月 クラブ①

18 火

水曜時程
聴力検査(1年)
個人面談希望調査票回収
全国学力・学習状況調査(6年)
区・基礎基本調査(2・3・4年)
保護者会①・別棟新築説明会

19 水
4時間授業
1年生を迎える会

20 木

21 金
委員長紹介集会
聴力検査(2年)

22 土
土曜授業①
土曜時程
合同引き渡し訓練

23 日 ○
北区議会議員選挙
北区長選挙

24 月
全校朝会
聴力検査(3年)

25 火 個人面談日程表配布

26 水
水曜時程
内科検診(1・2年)

27 木
短縮時程
聴力検査(5年)
岩井自然体験教室説明会(15：30-)

28 金 離任式

29 土 昭和の日

30 日 ○

4月　行事予定

                       令和７年 １１月２８日 

北区立東十条小学校 

校 長  齊藤 浩雄 
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1 月 普
全
朝

委員会⑧
星見会予備

2 火 短 無
３－１ 社会科見学（印刷局）
短縮時程

3 水
4
H

基
外

4時間授業
6-2・4-2研究授業（１４：４０下校）

4 木 普
読
外

１～５年　５時間授業
６年　係児童打合せ（６校時）
３－２　社会科見学（印刷局）

5 金 短 無 短縮時程

6 土

7 日 校庭開放

8 月 普 基
外

9 火 普
音
朝

10 水
水
曜

基
外

11 木
4
H

新
聞

リハーサル
１～５年　４時間授業
６年　学芸会前日準備
安全指導

12 金 普
読
書

学芸会（児童鑑賞日）

13 土
4
H

読
書

１～５年４時間授業（給食あり）
学芸会（保護者鑑賞日）

14 日 校庭開放

15 月 振替休業日

16 火 普
読
外

17 水
水
曜

基
外

書初め練習３・５年
水曜時程

18 木 短 無
避難訓練（煙）
短縮時程

19 金
4
H

読
外

書初め練習４・６年
４時間授業

20 土

21 日 校庭開放

22 月 普
基
外

委員会⑨

23 火 普
読
外

なかよし班活動⑥

24 水
水
曜

読
書

給食終・水曜時程
１年　生活科見学

25 木
4
H

全
朝

４時間授業
大掃除(4校時)

26 金 冬季休業日（小中）始

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水  

目に見えない力 

校長 齊藤 浩雄 

 

 先日の運動会では多くのご来賓の皆様、保護者、地域の皆様にご

来場いただき、ありがとうございました。たくさんのご声援のおか

げで子供たちは最後まで一生懸命頑張ることができました。運動会

を終えた子供たちの表情からも、達成感や満足感が伝わってきまし

た。それぞれの学年の子供たちの大きな成長を感じる運動会になり

ました。 

さて、今年の 10月、ノーベル賞受賞の報道が相次ぎました。ノ

ーベル生理学・医学賞が坂口志文・大阪大学特任教授に、ノーベル

化学賞が北川進・京大特別教授に授与されます。受賞に関する記事

によると、お二人の専門分野は違うものの、共通した点も多くあり

ました。坂口さんは、過剰な免疫反応を抑える「制御性 T 細胞」を

４０年ほど前に発見しましたが、当時は免疫を抑える細胞は存在し

ないと世界からは注目もされず、まだこんな研究をしている人間が

いるのかと異端視されていました。また、北川さんも 1990年代に

ねらった物質を内部に閉じ込められる多孔性金属錯体を開発しま

したが、米学会にて、そんなものはほんとうにあるのか、間違って

いると厳しい批判をあびました。まわりから受け入れられない中で

も、あきらめずに自分を信じて研究を続けてきたことがノーベル賞

という快挙につながりました。お二人には研究者としての優れた学

術的な知識や物事を深く考える力が備わっていたことは間違いな

いところですが、それに加えて新しいことにチャレンジする好奇心

や粘り強さや諦めない心などが研究の根底を支えていたのだと思

います。 

ノーベル賞受賞の記事を読みながら子供の学力についても考え

てみました。子供の学力は「氷山」に似ているといわれています。

（氷山は１／８が海面上に姿を見せている。）テストの点数などで

示される成績はいわば見える学力です。その見える学力の土台に

は、目には見えない学力があります。先述したノーベル賞を受賞し

たお二人はもちろんですが、様々な分野で活躍されている方々にも

しっかりとした見えない学力が備わっていることが想像できます。 

 本校でも日々の教育活動の中で、単に知識や技能を身に付けるだ

けでなく、目には見えない力【①自分を高める力（意欲や向上心）

②他者とつながる力（協調性やコミュニケーション力）③自分と向

き合う力（自制心や忍耐力）】を育てていくことを大事にしていま

す。 

今、子供たちは、学芸会に向けて一生懸命に練習に取り組んでい

ます。一つの劇を作り上げるには教科等で学んだ知識も必要です。

それだけでなく自分で考え工夫し表現する力や友達と協力する力、

勇気や忍耐力など、まさに目に見えない力が必要です。１２月１３

日の学芸会、そうした様々な力が融合された成果をご覧いただきた

く、ご家族、地域の皆様のご来場を心よりお待ちしています。 

 


